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那
覇
市
立
幼
稚
園
及
び
私

立
幼
稚
園
の
平
成
16
年
度
入

園
児
を
次
の
通
り
募
集
し
ま

す
。 

■
市
立
幼
稚
園 

【
対
象
児
】 

市
内
在
住
の
満
５
歳
児 

（
平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平

成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
） 

市
内
在
住
の
満
4
歳
児 

（
平
成
11
年
4
月
2
日
〜 

平
成
12
年
4
月
1
日
生
ま
れ
） 

【
募
集
受
付
】 

11
月
19
日（
水
）・
20
日（
木
） 

午
後
２
時
〜
４
時 

【
入
園
手
続
き
】 

　
各
幼
稚
園
に
該
当
幼
児
名

簿
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
護
者
は
幼
児
同
伴
で
印
鑑

持
参
の
上
、
各
幼
稚
園
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
10
月
25
日
以
降
に

那
覇
市
に
転
入
、
ま
た
は
転

居
さ
れ
た
方
は
、
幼
児
の
住

民
票
謄
本
を
一
通
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
、 

教
育
員
会
学
務
課 

1
8
3
2-

4
1
6
7
か
、

各
市
立
幼
稚
園
（
別
表
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
私
立
幼
稚
園 

【
該
当
児
】 

平
成
16
年
４
月
１
日

現
在
で
満
３
歳
〜
５

歳
に
な
る
幼
児 

【
募
集
期
間
】 

平
成
15
年
11
月
〜 

【
入
園
手
続
き
】 

募
集
要
項
な
ど
、
詳

し
く
は
各
幼
稚
園
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

市立幼稚園の 
募集受付は 

11月19日（水）・20日（木） 
午後2時～4時 

園　名 
城　東 
城　西 
城　南 
城　北 
大　名 
石　嶺 
安　謝 
真嘉比 
大　道 
松　川 
松　島 
識　名 
真和志 
与　儀 
古　蔵 
上　間 
仲井真 

電　　話 
８８５－００６８ 
８８５－５０３０ 
８８４－５９０９ 
８８４－０９３６ 
８８６－１４１３ 
８８６－５１６０ 
８６８－３３２３ 
８８４－４４７６ 
８８４－５７６９ 
８３２－６１８０ 
８８４－００５４ 
８３３－５９４２ 
８３２－７０９３ 
８３２－６７５９ 
８５３－００６５ 
８５４－３０６０ 
８５３－６６９５ 

園　名 
神　原 
泊 

壷　屋 
若　狭 
前　島 
久茂地 
城　岳 
天　妃 
開　南 
垣　花 
小　禄 
高　良 
宇栄原 
金　城 
曙 

小禄南 
真　地 
さつき 

電　　話 
８３３－２６１３ 
８６７－２６５７ 
８６３－４０７０ 
８６８－６１１３ 
８６１－０６２２ 
８６７－５３４６ 
８３２－２２１９ 
８６８－２４８０ 
８６７－２４７５ 
８５７－０５７２ 
８５７－０００３ 
８５７－１０８６ 
８５７－２０８８ 
８５８－６１８８ 
８６８－５５７６ 
８５８－８１８９ 
８３６－８７９４ 
８５９－６００７ 

市立幼稚園一覧表 ※印のついている園では4歳児クラスがあります。（定員30人） 

※ 

※ 

※ ※ 

※ 

※ 

園　　　　　名 
愛　　　　　児 
育　　　　　英 
首里カトリック 
善　　　　　隣 
相　　　　　愛 
ナ　　ザ　　レ 
光　　の　　子 
報　　　　　恩 

電 　 　 　 　 話  
８ ３ ４ － ２ ７ ３ １  
８ ５ ８ － ０ ０ ６ ４  
８ ８ ５ － ３ １ ７ ４  
８ ５ ３ － ０ ３ ８ ０  
８ ３ ２ － １ ５ ０ ２  
８ ５ ５ － １ ３ ８ ９  
８ ８ ６ － ０ ６ ４ ８  
８ ５ ５ － ２ １ ６ ９  

私立幼稚園一覧表 

自動交付機が便利です 

なは市民カード（暗証番号登録が必要です）を 
お持ちの方はどうぞご利用ください。 

開設時間　毎日　午前9時～午後7時 

お問い合わせ　市民課 1862-3274

※平成7年3月以前に登録した旧 印鑑登録証（ラミネート加工） 

　をお持ちの方は「なは市民カード」への切り替えが必要です 

　（無料）。 

設置場所　那覇市役所　本庁1階ロビー 

（ただし、12月31日～1月3日を除きます） 

　
市
教
育
員
会
で
は
、世
界
遺
産
の

普
及
事
業
と
し
て
、伝
統
芸
能
を
広

く
知
って
も
ら
お
う
と
、10
月
11
日（
土
）

に
、組
踊「
執
心
鐘
入
」の
公
演
を
行

い
ま
し
た
。 

　「
執
心
鐘
入
」は
、組
踊
の
創
始
者

玉
城
朝
薫
が
5
回
も
薩
摩
や
江
戸

に
渡
り
、能
や
歌
舞
伎
を
学
ん
で
創

作
し
た
5
つ
の
作
品
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
舞
台
で
は
、沖
縄
芸
能
研
究
家
の

崎
間
麗
進
先
生
が
あ
ら
す
じ
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
あ
と
、伝
承

者
に
よ
る
琉
舞
と
組
踊
が
行
わ
れ
、

こ
の
日
訪
れ
た
約
2
5
0
名
の
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。  

　
会
場
と
な
っ
た
、壺
屋
焼
物
博
物

館
の
※
ニ
シ
ヌ
メ
ー
広
場
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
た
ガ
ジ
ュマ
ル
の
木
と
ニ
シ
ヌ

メ
ー
の
拝
所
が
、物
語
り
に
溶
け
込

ん
で
、さ
ら
に
幻
想
的
な
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
ま
し
た
。 

　
初
め
て
組
踊
を
見
た
と
い
う
、松

尾
の
金
城
さ
ん
は
、「
鳥
肌
が
立
つ
ほ

ど
感
激
し
ま
し
た
」と
少
し
興
奮
気

味
に
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
、焼
物
博
物
館
で
は
、組

踊
関
係
資
料
展
も
同
時
に
行
わ
れ
、

「
執
心
鐘
入
」で
使
わ
れ
る
小
道
具

な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

※
ニ
シ
ヌ
メ
ー
と
は
、「
北
の
宮
」の
こ
と
で
、方

言
で
は
北
を「
ニ
シ
」と
言
い
ま
す
。そ
こ
に
は
、

土
地
の
神
様
と
焼
物
の
神
様
が
ま
つ
ら
れ
、壺

屋
の
拝
所
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
民
・
県
民
は
も
と
よ
り
、

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
も
参
加
す

る
、
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
那
覇
ま
つ
り
」

が
10
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
国
際

通
り
で
「
市
民
演
芸
・
民
俗
伝

統
芸
能
パ
レ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
、

吹
奏
楽
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
な
ど

18
団
体
の
パ
レ
ー
ド
に
つ
づ
い
て
、

50
団
体
が
８
演
舞
場
で
子
ど
も
エ

イ
サ
ー
や
獅
子
舞
、
創
作
ダ
ン
ス

や
琉
舞
な
ど
を
披
露
し
、
沿
道
の

観
衆
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
ま

し
た
。 

　
二
日
目
は
勇
壮
な
旗
頭
行
列
が

国
際
通
り
を
練
り
歩
き
、
国
道

58
号
・
久
茂
地
交
差
点
へ
。 

そ
こ
が
4
0
0
年
余

の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る

「
那
覇
大
綱
挽
」
の
舞

台
。 

　
午
後
４
時
30
分
、

会
場
に
詰
め
か
け
た
人

の
波
が
見
守
る
な
か
、

女
綱（
め
づ
な
）
98 
m
、

男
綱 （
お
づ
な
）98 
m
、

全
長
1
9
6
m
の
ギ

ネ
ス
認
定
、
世
界
一
の

大
綱
を
、
東
西
に
分
か

れ
た
万
余
の
手
が
、
気

持
ち
と
力
を
ひ
と
つ
に
引
き
始
め

ま
し
た
。
「
ハ
ー
イ
ヤ
、
ハ
ー
イ
ヤ
」

の
声
、
指
笛
、
爆
竹
、
か
ね
や
ど

ら
の
音
が
あ
た
り
に
轟
き
ま
す
。

総
重
量
4
0．
1
ｔ
が
４
メ
ー
ト
ル

以
上
動
き
、
西
の
判
定
勝
ち
と
な

り
ま
し
た
。 

　
今
年
は
モ
ノ
レ
ー
ル
が
開
通
し
た

こ
と
で
、
会
場
往
復
に
利
用
す
る

観
客
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 パレード参加団体や市民がモノレールを利用して集 

う姿も見られました（牧志駅付近・10月11日） 

大綱挽開始に向け、志気が高まる女綱男綱寄せ。市民・県民、国内外からの観光客の心 
がひとつになる（久茂地交差点・10月12日） 

 
10

月
の
連
休
は
、
お

も
い
っ
き
り
楽
し
み
ま
し

た
か
。

　
今
年
の
那
覇
大
綱
挽
で

は
、

5

年
ぶ
り
に
勝
敗

が
決
ま
り
大
興
奮
。

　
奥
武
山
運
動
公
園
の
ま

つ
り
会
場
の
最
終
日
に
は

Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
「
ア
リ
、
カ
ン
パ
ー

イ
」
と
盛
り
上
が
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
ほ
か
、
市
内
で
は

38

年
ぶ
り
の
闘
牛
大
会

や
組
踊
「
執
心
鐘
入
」
が

野
外
で
行
わ
れ
る
な
ど
、

と
て
も
興
味
深
い
連
休
に

な
り
ま
し
た
。

　
各
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん

だ
と
い
う
市
民
の
方
は
、

那
覇
あ
し
び
の
達
人
に
な

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
那
覇
市
の
ど
真
ん
中
、
旧
第
二

牧
志
公
設
市
場
跡
で
、
10
月
11

日
（
土
）、
那
覇
で
は
38
年
ぶ
り

と
な
る
闘
牛
大
会
が
、
那
覇
・
観

光
闘
牛
応
援
会
と
屋
慶
名
闘
牛
組

合
の
み
な
さ
ん
の
主
催
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
応
援
会
は
、
中
心
商
店
街
の
み

な
さ
ん
や
闘
牛
が
大
好
き
な
メ
ン
バ

ー
で
構
成
さ
れ
、
商
店
街
の
活
性

化
と
都
市
化
し
た
那
覇
に
、
驚
き

と
興
奮
、
そ
し
て
動
物
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
つ
く
ろ
う
と
開
催
に
乗
り

出
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
な

か
、
1,
5
0
0
名
の
観
客
が
訪
れ
、

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
年
よ

り
ま
で
、
世
代
を
超
え
て
闘
牛
観

戦
を
楽
し
み
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

10
組
の
牛
が
対
決
し
、
牛
の
巨
大

な
体
と
興
奮
す
る
う
な
り
声
に
会

場
の
観
客
は
終
始
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。 

　
闘
牛
終
了
後
に
は
、
牛
に
さ
わ
っ

た
り
、
背
中
に
乗
っ
て
記
念
撮
影
を

す
る
な
ど
、
ふ
だ
ん
近
く
で
見
る
機

会
の
少
な
い
牛
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
み
ま
し
た
。 

好演した伝承者のみなさんに、会場から大き 
な拍手が送られました 

闘
牛
の
ふ
れ
あ
い
体
験
に
は
、
大
勢
の
子
ど
も
や
観
光
客
が 

集
ま
り
、
真
っ
黒
な
光
沢
の
あ
る
牛
の
背
中
な
ど
に
触
れ
、 

「
す
ご
い
ね
〜
」
と
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。 

女の執念によって鬼に変身する場面では、観客の目が一斉に釘づけに 
なりました 

土・日も住民票と印鑑登録証明書の 
交付サービスが受けられます 




